
令和７年度 甲賀市教育研究会 視聴覚部会 研究報告 

（1）群市名 甲賀市 

（2）研究テーマ 「教育メディアが拓く、豊かな感性、そして確かな学びと生きる力へ」 

   ～湖国からの発信～「学び」「心」そして「響き」へ 

（3）研究組織 

  支部長   甲賀市立甲南第二小学校 西口 純 

  事務局   甲賀市立甲南中部小学校 清水 未来 

  運営委員  甲賀市立甲南中部小学校 清水 未来 

  研究委員  甲賀市立貴生川小学校 礒田 弘暉 

   

（4）年間研究報告 

 

 

 

 

時 期 事 業 名 内  容 （ 講師職・氏名 ） 

６月 10 日 

 

 

６月下旬 

 

 

 

７月 

７月 22 日 

 

 

 

11 月 12 日 

 

11 月 28 日 

 

 

２月 

県視聴覚部会 

   支部長会 

 

市視聴覚教育部会 

事務局会議 

 

 

アナウンスビデオ教室への参加 

県視聴覚部会 

・情報統計部会  

支部長・運営委員・研究推進委員 

合同研修会 

近畿放送教育研究会 兼近畿視聴

覚教育研究大会 

市情報統計 

・視聴覚部会 

合同研修会 

県支部長・運営委員・研究推進委員

合同研修会 

滋賀県放送教育研究大会 

・昨年度の事業報告、会計報告等 

・今年度の事業計画、組織確認等 

・今後の近畿大会の担当市町の輪番 

・本年度組織確立 

・本年度事業計画 

・本年度の研究について 

・諸連絡 

 

・研修① はじめての Canva 

 講師 彦根市立旭森小学校 

教諭 笹原弘樹 

・研修② 動画を活用した授業 

 

 

「情報リテラシーを身につけよう」 

 講師 滋賀県総合企画統計課 

    普及係 森 幸一 

 



（5）取り組み（実践事例） 

本校 5 年生の国語科の学習では 2 つの単元に置いて報告文や意見文を、ICT 機器を活用

して作成した。児童には一人一台タブレットがあり、その中にある Teams やオクリンクな

どのアプリを活用した。ICT 機器を用いることで、報告文や意見文に関係する写真や図、表

などを自分で調べやすくなり、本文に取り込みやすくもなる。さらには、文章と写真などの

関係をもとに、配置を児童自身が工夫することができる。そうすることで読み手が理解しや

すく、より説得力のある文章になる。以下、国語科の学習で ICT 機器を活用した事例を紹

介する。 

 

① 「みんなが使いやすいデザイン」 

 「みんなが使いやすいデザイン」の学習では、Teams と Word を用いて報告文を作成

した。身近にあるユニバーサルデザインを探したり調べたりして、それらを Word にまと

めた。 

児童は身の回りのユニバーサルデザインを撮影したり、インターネットで調べたりし

た写真を本文に取り込み、読み手が分かりやすいようにまとめることができた。また文章

作成時に、誤字や脱字などが見つかった際には打ち換えるだけで簡単に修正ができ、文章

の作成がよりスムーズに

進み、児童も単元の終わり

まで集中を切らさずに取

り組むことができたよう

に思う。 

 児童は毎授業の終わり

に、作成途中の文章を

Teams に提出した。なぜな

ら教師が文章を確認し、フ

ィードバックを Teams を

通して児童に返すことが

できるからである。そうす

ることで、次の授業で児童

はフィードバックを見て、

文章を修正や工夫をし、よ

り読み手に伝わり、説得力

のある文章作成につながっ

たと考える。 

 

 

資料１「みんなが使いやすいデザイン」の報告文 



② 「自然環境を守るために」 

「自然環境を守るために」の学習では、日本の自然環境が抱えている問題や、それに対

する自分の考えをまとめて、意見文をオクリンクを用いて作成した。オクリンクでも写真

などを本文に取り込んだり、フィードバックを一人一人に送ったりすることもできる。ま

た文章をいくつかに分けて書くこともできる。 

今回の学習では、文章が「始め」「中」「終わり」に分かれており、それぞれの文章を作

成した。作成した「始め」「中」「終わり」の文章を一つのカードにまとめて作成した。そ

うすることで、書き直すために最初から消しゴムで文章を消して書き直す作業がなくな

り、容易に修正や改善ができる。児童は途中で妥協することなく学習課題の解決に向けて

取り組むことができる。さらに、児童それぞれのペースで文章を作成できたり、お互いに

見合えたりできることもよい。また、オクリンクを使うことで、友だちの文章を読んで自

分の文章に生かすこともできる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（6）成果と今後の課題 

【成果】 

○文章と写真などとの関係を意識して読み手が理解しやすくより説得力のある文章を作成

することができる。 

○文章作成中に、修正が必要となっても打ち換えるだけでよいので、児童の手間が省ける。 

○児童それぞれの進度で学習を進めることができる。 

 

【課題】 

●児童がそれぞれインターネットで資料を探すので、信憑性の低い資料を選ぶ場合がある。 

●インターネットで調べたことを自分の文章にそのまま写してしまう児童がいる。 

資料２「自然環境を守るために」の意見文 


